
 
 
 
 
 

■日 時   2023年7月19日(水) 19:30～21:00 

■会 場   オンライン開催（Zoom）   ※URLは開催1週間ほど前にご登録のアドレスにお送りします。 

■講 師   吉
よ し

 川
か わ

  洋
ひ ろ し

 氏 （東京大学名誉教授、前 立正大学長） 

■演 題   「経済学の歴史と経済政策」 

■講演概要 

「本会では経済学 300 年の歴史を振り返ることにします。 
人間の営みである経済学は、時代とともに、またそれぞれの国の個性から大きな影響を受けてきました｡その変遷は､自然科学で見

られるような単純な『学問の進歩』」とは言えず、歴史的産物とでも言うべきものです｡私が専門とするマクロ経済学は､かつてはケイン
ズ経済学と同義でしたが、過去 50 年ですっかり形を変え､今や新古典派的なマクロ経済学になりました｡そこで問題となるのは、家
計や企業といったミクロの経済主体の行動と､マクロ経済の関係です｡ミクロとミクロの関係についてもお話しします｡最後に、こうした
問題が学問の世界だけの問題ではなく､現実の経済政策とも深く関係することを､最近の金融政策を例にとって説明します。」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

東京大学 経友会主催・経済学部後援  

講演会シリーズ      第 1 5 回 ご案 内  

 

 

吉川 洋（よしかわ ひろし）氏／ 
1974年東京大学経済学部経済学科卒業。78年ｲｪｰﾙ大学大学院経済学
部博士課程修了(Ph.D.)｡その後､ﾆｭｰﾖｰｸ州立大学経済学部助教授､大阪
大学社会経済研究所助教授､東京大学経済学部助教授､同教授(09年10
月～11年9月同研究科長･経済学部長)を経て､16年より立正大学経済学
部教授。19年4月より22年3月まで同学長。16年東京大学名誉教授。 
その間、財務省財務総合政策研究所名誉所長､同財政制度等審議会会
長､内閣官房社会保障国民会議座長､税制調査会委員､内閣府経済財
政諮問会議議員､同景気動向指数研究会座長なども務める。 
10年紫綬褒章受章｡その他にも The UFJ Bank Monograph Award (02年)､第１
回読売吉野作造賞(00年)､全国銀行学術研究振興財団賞(99年)､エコノ
ミスト賞(93年)､サントリー学芸賞(84年)を受賞｡著書・編著も多数*。 
 
『マクロ経済学の再構築』 
『「エイジノミクス」で日本は甦る』 
『マクロ経済学（第４版）』 
『人口と日本経済』 
『デフレーション』 
『いまこそ、ケインズとシュンペーターに学べ』 
『構造改革と日本経済』 
『ゼロ金利と日本経済』 
『現代マクロ経済学』 
『循環と成長のマクロ経済学』 
『高度成長』 
『金融政策と日本経済』 
『日本経済とマクロ経済学』 
『マクロ経済学研究』 』 
 

 
 

■参加いただける方  
①東京大学経済学部卒業生､教員OB   
②東京大学経済学部 教職員､学生 
③①、②のご家族      
④①、②の方から事務局にご連絡を頂いた方 

■お問合せ 
東京大学経友会事務局 

東京大学大学院経済学研究科・経済学部 

Mail：keiyukai@e.u-tokyo.ac.jp 
電話･FAX：03-5841-5637 

■スケジュール 
19:30～19:35 開会の辞(東京大学大学院経済学研究科教授 松島 斉 氏)  
19:35～20:35  ご講演 
20:35～20:55  質疑応答 
20:55～21:00  閉会の辞 

『Reconstruction of Macroeconomics: Methods of Statistical Physics, and Keynes’Principle of Effective Demand.』 
『Japan’s Lost Decade, Revised and Expanded Edition, Tokyo.』 
『Reconstructing Macroeconomics: A Perspective from Statistical Physics and Combinatorial Stochastic Processes (with Masanao Aoki).』 
『Macroeconomics and the Japanese Economy.』                                        など 

■参加申込  
経友会ホームページ（http://www.keiyukai.e.u-tokyo.ac.jp/）の登録申
込フォームにて、必要事項を入力、送信してください。  

 締切：2023年7月12日(水)  

■講演概要 

「今夜は経済学300年の歴史を振り返ることにします。 

人間の営みである経済学は、時代とともに、またそれぞれの国の個性から大きな影響を受けてきました｡その変遷
は､自然科学で見られるような単純な『学問の進歩』」とは言えず、歴史的産物とでも言うべきものです｡私が専門
とするマクロ経済学は､かつてはケインズ経済学と同義でしたが、過去50年ですっかり形を変え､今や新古典派的な
マクロ経済学になりました｡そこで問題となるのは、家計や企業といったミクロの経済主体の行動と､マクロ経済の
関係です｡ミクロとミクロの関係についてもお話しします｡最後に、こうした問題が学問の世界だけの問題ではなく､
現実の経済政策とも深く関係することを､最近の金融政策を例にとって説明します。」 

 


